

















ルや自治会運動の かでは、こんな言葉が当たり前のように飛び交っていた。これらは「闘 言葉」であって、その時点の限られた文脈では政治意識が高いことの指標だったのかもしれない。それでも、いま出くわすと、潮が引い岸辺に取り残された海藻み いに、無力 干 び 感じ
で、ちょっと悲しい。岩波新書の『戦中用語集』は、戦時期、つまり昭和一〇年代の生活体験をもとに、若い世代には理解しがたくなった当時の語彙を集めて説明しているがそれと同様な出版企画があの学生叛乱の時代についても可能なのかもしれ い。それに、 『戦中用語 』の著者である三國一朗が選んだ「八紘一宇」と う言葉などは、ごく最近の国会でも堂々と質問に使うタレント議員が出てきて、不幸にも死語になってはいない。それに比べると、むしろもっと近いはずの六〇年代末から七〇年代初めの運動用語は、本当に跡形もなく消えかかって る。
さらにその一〇年前の六〇年安保の時期にも、その時代
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